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第８回 定例会 １１月１２日（日）１９：００ ～ 自治会館 

・１０月１１日（水）９：３０～１６：００ 令和５年度自主防災組織リーダー等研修会 

場所：神奈川県総合防災センター・消防学校 ⇒ 隊長・自治会長が出席 

・自治会館の大掃除 ⇒ １２月１０日（日）９：００～ 防災隊員も参加致します。 

・第９回 定例会 １２月１７日（日）１８：００～ 自治会館（終了後に忘年会を開催予定） 

防災機具点検 １１月５日（日）９：００～ 緑が丘２丁目公園防災機材倉庫周辺 

毎月第１日曜日に緑が丘２丁目公園駐車場隣接地に於いて小型消防ポンプ、チェンソー、発電機

などの防災機具の点検を行っており、本日は緑２・防災隊員９名が参加して実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

チェンソー点検の様子 

 

 

 

 

 

 

 

発電機点検の様子 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ級ポンプ点検の様子 

地域防災ドローン・相模原の活動などが放送されました 

８月２７日（日）に緑が丘中学校避難所運営協議会（堀口会長）

を中心に実施したドローン実証実験時にＮＨＫの取材が執り行わ

れ、（ＮＨＫ総合１）１１月１２日（日）１０：０５～１０：５０

に放送の明日をまもるナビ（１０１）ここまで進んだ“ドローン

防災”の中で「神奈川県相模原市の光が丘地区、住民による防災

活動が盛んな地域です。ここではドローンを災害の対策に生かす

活動を２０２２年から始めました。」と紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫ番組ＨＰより 

光が丘地区自治会連合会主催 令和５年度 防災講演会 

１１月１８日（土）１０：００～ 青葉小学校体育館 

南 雄二氏（光が丘地区自治会連合会 副会長、防災マイスター、

防災士）が講師となり、１．その時に生き残る（サバイバル）、 

２．近所で助け合う（救助・初期消火）、３．在宅避難・避難所

の手引き（避難）をテーマに開催されました。参加者には陽光台

小学校避難所運営協議会作成「避難所の手引き」を配布、避難所

は自治会が開設・運営する事について、お話されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

講演中の様子 

 緑中避難所に防災避難用テントが配布されました 

●プライベートな空間を設けることが可能となる： 

避難所では、大勢の人で１つの空間を共有して生活するこ

とになるため、プライバシー・プライベート空間の確保が困

難で、窮屈な生活から精神面、身体面で病んでしまうことが

問題とされています。市から新たに７０台のテントが配布さ

れたことにより、プライバシー・感染予防に役立つものと思

われます。また体育館の収容力も増えることとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

避難所に新たに配布されたテント 
  


